
6｡人間観

6-1.人間の分類

6-1-1.年齢による人間の分類

生まれてすぐから2､3歳までは､男も女もティネシ teynesi(｢濡れたもの｣の意味らしい)

と言い､4､5歳になって自分一人で食べ物を食べられるようになると､16､7歳までは､女

は､マッカチ matkaci､男はへカチ hekaci という｡16､7歳から20歳 くらいまでで､まだ

旦那 (夫)もいない人は､ボン カッケマ ponkatkemat という｡メノコ menoko とい

っても良いが､悪い意味にとる人もいる｡17歳から20歳位までの結婚していない男はオクカイポ

okkaypo という｡少し若い人は､オクカイポ ヘカチ okkaypohekaci という｡ボン ニ

シバ ponnispa は､25､6歳位までの体のできた人に言う｡醇化場の場長をポロ ニシバ poro

nispa と呼ばれて喜んでいた｡

〔白沢ナベ氏〕

6-1-2.技能による人間の分類

こシバ nispa とは､マタギも達者な人で､マタギに行けばクマもとれる､魚も取れる､キ

ツネも取れる｡エビス (猟漁の運)が効 く､手先が明るい人｡何でも取れるから楽に生活がで

きる人､金があるから言うわけではなく､くいっぱぐれのない人だからニシバというらしいよ｡

ニシバやカッケマッ katkemat でなければクマを養うことができない｡自分達の食うのに

精いっぱいの人はクマを養えない｡魚をとりに行っても魚が沢山取れる人でないとクマを養え

ない｡

舟も村の3分の 1くらいの人はもっていない｡マタギをするような人は舟をもっている｡魚

を取る人は舟をもっていなくてもできる｡しかし､舟を他人から借 りるとしても､壊したとき

には弁償しなければならないのでなかなか借 りられない｡舟も含めて道具をたくさんもってい

る人がこシバだ｡道具もない人は､ウェンクル wenkur(貧乏人)だ｡火縄銃ももっている人

といない人がいた｡

父親も若いときは貧乏で舟をもっていなかったので､陸伝いに行って､寄 り木のたまった所

で水ガラスを使ってネト)t'ンマレク net6runm左rek(寄 り木の滞るところで使う短めの回転

魚鈎)で魚をとった｡舟のある人は､川の下や上を水をたたいて歩 くから､そこから逃げてき

て寄 り木に隠れている魚をとるのだO舟をもっている人は､オペカウンマレク opekaunmarek

(長めの回転魚釣)もネトルンマレクも使える｡

この辺の人は､村の長をコタン コロ クル kotankorkur とは言わないが､昔話の中で

はきいた｡この辺ではコタン コン ニシバ kotankonnispa という｡コタンといってもま
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とまって住んでいなかったので､その所々の名前をつけて言っていた｡千歳のマチャ (町)か

ら来ると､最初の集落をスプン ハッタル supunhattaT とuった｡今のお宮の近 くで川の曲

がりの深みを指す｡そこに住んでいる人をスプン ハッタル ウン ウタル supunhattarun

utar と呼んだ｡父親や母親は､どこそこの偉い人 という話をしなかった｡

小山田彦-さんは､体 も達者でマタギのうまい人だ｡ムジナやリス(トウスニンケ tusuninke)

など金になるものをよくとった｡小山田彦-さんは､イソンクル isonkurだ.その兄の孫六さ

んは､あまりマタギに行ったと言うことを聞かない｡彦-の父もマタギをしていたらしい｡彦

山の父親 とナベ氏の父親サンレキテは､兄弟だ.彦-氏と孫六氏 とはナベ氏の従兄弟になる｡

今泉柴吉氏 もイソンクルだ｡猟に行 くとピエ pie した (脂ののった)クマばかりをとった

とよくきいた｡

イソンクルとは､クマをとる人｡昔は､クマもオオカミもたくさんいたというが､オオカミも

どこに行ってしまっていなくなったものかと父親が言っていた｡

〔白沢ナベ氏〕

パウェトク pawetok とは､言葉の達者な人で､裁判の時など意見を言い､罪の重い人は軽

くしてやるような人｡小山田サンレキテ (sanrekite｢息止まって生まれた人が息が戻ってワ-

と泣いた｣からついた名前だと言う)というのは､私の父だが､日高まで知られたパウェトクだ

と言うことだ｡悪口で言うあだ名をヌマウシ numausi という｡ニシバまでいかないかも知れ

ないが､マタギしても魚をとってもエビスが効 く (漁がある)人だ｡父は､他人から憎まれて

呪いをかけられたりもした｡

〔白沢ナベ氏〕

ウコチャラング ukocaranke｢言い争い｣ができるような人は､パウェトク pawetok で

ないとできない｡昔のウコチャランケは､ずいぶん厳しいものだったそうだ｡自分が正しいと

思ったら､熱湯に手を入れても火傷をしなかったそうだ｡

〔小田イ ト氏〕

パロトウナシ parotunas は､何でも話すおしゃべりな人｡

パロルイ parOruy は､女のおしゃべり｡男にも女にもいう｡自分のことを隠し事なく何で

も話すことは､ウェンパロルイ WenparOruy だ｡パロルイクル paroruykur 男のおし

ゃべり｡

ラメトク rametok は､立派な戦いができる人｡クマがとれる人で､物を恐れない人｡

テケ トク teketok は､男も女も手先が器用な人｡

シケトク siketok は､目先が明るい人で､勘が働 き､獲物が取れないときでこちらへ行っ

てみようと思って行 くと､獲物に出会ったり､フキでもあるところにぶつかるような人｡

テケトコ チャシヌ ケマエ トコ チャシヌ ピリカ アブカシ teketokocasnukemaetoko

casnupirkaapkas｢つまづ くこともなく歩いて何か良いものにぶつかる｣

〔白沢ナベ氏〕
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カッケマッ katkemat 縫物の達者な人｡女の仕事は何でもできる人｡

〔白沢ナベ氏〕

｢刺繍する｣ことをイカルカル ikarkar とかチカルカル cikarkar という｡

〔白沢ナベ氏〕

着物を作ったり､刺繍をするのを上手な者をエアシカイ カクケマッ easkaykatkemat と

いう｡縫物が下手なものをエアイカプペ eaykappe という0

〔小田イ ト氏〕

小さい頃から､12､3才から母親に縫物を教えてもらう｡

着物を作るのが上手な人をテケアシカイ tekeaskay という｡針仕事が上手な人をケメアシ

カイ kemeaskay とかケメアシカイ カッケマッ kemeaskaykatkemat という｡ケメア

シカイ カッケマッ ネー ルウェ ネ-ナ kemeaskaykatkematneruwenena｢針仕事

の上手な奥さんだな｣

イテセ エアシカイ iteseeaskay｢機織の上手な人｣｡｢磯織の下手な人｣をナ イテセ エ

アイカプ カッケマッ チノイネ naiteseeaykapkatkematcinoyne､カッケマッ ナ イ

テセ エアイカプ katkematnaiteseeaykap ということばがある｡

〔白沢ナベ氏〕

トウレプ turep(ウバユリ)をたくさんとってくるような人は､カッケマッ katkemat だ｡

トウレプ ボロンノ タ ワ セ ワ サン turepporonnotawasewasan｢トウレプをた

くさんとって背負って来る｣｡

〔白沢ナベ氏〕

家の中にトウレプの団子もブタサ pukusa(ギョウジャニンニク)もカボチャもオハウキナ

ohawkina(フクベラ)の-縄 も干していない人は､ネプ カ オアラ イサム オハウ キナ

シネ テシ ポカ オアラ イサム､オシマケ シクシ ウェン クル nepkaoarisam,ohaw

kinasinetespokaoarisam,osmakesikuswenkur｢何もない､オハウウキナの-縄もない

ような裏が透けて見えるような貧乏人｣と他人から悪 く言われた｡

ソンノ ウェンク/レ ネ sonnowenkurne｢(哀れなことだ)ほんとうに貧乏なんだね｣

〔白沢ナベ氏〕

6-2.身体部位名称

サンケ アムここ sankeamunini｢-の腕､下腕｣

マクン アムここ makunamunini｢二の腕､上腕｣

ハイ クイタグウェ hayku-ikkewe｢痛いなあ､腰が｣

容貌についての表現
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アゴの長い(ノッケウェ アーネ notkeweane)人を悪口で､チノッコピチチ cinotkopicici

という｡アゴの長い人は､美人 と思われない｡

鼻が低いことをエトウコトウイ etukotuy という｡鼻が低い人は､ピリカ カッケマッ pirka

katkemat(美人)とは言えない｡

鼻の端の長 く垂れ下がって､食べているときお椀に入るくらい長い人 (エ トウモミ タンネ

タル etumomitannekur)は､良いとされた｡

〔白沢ナベ氏〕

男の人は､ヒゲがまっすぐでちぢれていない長いのが良いとされた0

〔小田イ ト氏〕

顔立ちの良い人を女ならピリカ カッケマッ pirkakatkemat とかどリカ メノコ pirka

menoko､シレトク コロ Siretokkor という｡男ならピリカ オタカイポ pirkaokkaypo

(とかシレトク コル クル siretokkorkur[白沢ナベ氏])という｡反対にみったくない人

は､イポカシ ipokas という｡

〔小田イ ト氏〕

ウェン イポカシ クネ wenipokasku-ne｢私は美人じゃない｣とか､ナヌウェン メノ

コ クネ nanuwenmenokoku=ne｢私は､美人じゃない｣という｡

イポカシ オタカヨ ipokasokkayo､イポカシ ク,I/ ipokaskur は男に言うことばで､

イポカシ マッ ipokasmat は女に言うことばである｡

〔白沢ナベ氏〕

6-4.身体の世話

6-4-2.髪型

母の世代の女性の髪型は､後頭部を短 く､前髪に近いほど長 くしてあり､顎で左右の髪がつ

くくらいに長い髪型である｡

〔白沢ナベ氏〕

女性の髪は､まん中から左右に分けていた｡前髪を垂らすのはよくないと､前髪をたくし上

げて､手拭などで縛っていた｡

〔小田イ ト氏〕

髪の毛の赤い人 もいたOそういう人は､フ-レシサム hGresisam (外国人)みたいだと言

われた｡

〔小山田ハヤ子氏〕

6-4-4.病気

だれか病気すると､お金を二三十銭､クワ アコレ シリ ネ ナ kuwaa-koresirinena

｢杖をあげるよ｣といいながら病人に渡すものだとお父さんに教えられた｡

〔白沢ナベ氏〕
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6-4-5.お守 り･まじない

まじない

山などでケガをした時は､刀を空中に振ってバ ッテンに切る｡これは悪者を切るという意味

だ｡刀を振るのは､アペフチ apehuci(火の神)にでも山の神にでも､その悪者をこのよう

に切ってくれと教えるためだ｡これをアタムテシバレ a-tamtespare という｡父親は､kewe

a-homsukusu(後に kor と訂正した)a-tamtespare｢たいへんだったね｡命だけでも助か

ったから良かったね｣といっていた｡

〔白沢ナベ氏〕

悪い魂が来ないようにするために､懐に臭いのする草､スルク クスリ surkukusuri や

イケマや山ボタンの根 (ホラブ horap)をいれてお くと良い｡ホラブ horap は､急な腹や

みに良い｡

臭いの強い草は家に干してとってある｡普段はしないが､外に出て行 くときに持って出る｡

ヨモギも急な腹病みに効 く｡

おはらい

スルク クスリ surkukusuri でエプルルセ epuγurse(草木を口に含んでその汁を吐き出

す)する｡

人間についた悪魔をはらうのに､頭､首､脇の下､腰の上と下､足の6ヶ所にカトウンキ katunki

の紐を縛って､エペルルセ epururse Lながら､それを鎌で切ると魔物 (キツネが一番多い｡

ウェン カムイ Wenkamuy という｡ケナスナルベ kenasunarpe もつ く)が逃げて行 く｡

悪魔を切 り落 とすという意味がある｡年寄 りの人が男でも女でもしてやる｡トウス tusu をし

ない人でもやる｡

夢見が悪 くておかしいという人は､ウェンタラパン フミ ウェン ナ､エカシ イカキク ワ

イコルパレ ヤン wentarap-anhumiwenna,ekas(あるいは huci)i-kakikwai-korpare

yan とかエンカキク ワ エンコレ､プチ en-kakikwaen-kOre,huci(あるいは ekas)

｢夢見が悪いので体を叩いて下さい｣と言って頼む｡50cmくらいのソコこ sokoni(ニワトコ)

のチャイチャイ CayCay(細枝)で先に体の前をたたき､次に背中をもっと強 くフスソ フス

ソ hussohusso とエプルルセ epururse Lながらたたく｡臭いがすると､同じ仲間から嫌

われてまじわえなくなる､と言っておじいさんがおどしておはらいをやる｡おはらいをしてく

れたおじいさんには酒の2､3合買ってお礼をする｡ライクル トウカブ raykurtukap(死

人の霊)がついたときにもおはらいをする｡

〔白沢ナベ氏〕

こわい夢を見ると塩を持って外におはらいに私は出る｡

〔小田イ ト氏〕

悪い神様はアルウェンカムイ arWenkamuy という｡アルカムヤシ arkamuyasi ともい

う｡
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〔白沢ナベ氏〕

6-4-6.禁忌

寝言を言っている人を起こすものではないと言われた｡起こして､おまえ今何言った､とた

ずねると､おっかないことを言うのだそうだ｡｢おまえ死ぬ｣とか｡だから聞 くものではないと｡

〔白沢ナベ氏〕

クマまたぎに行 く人は､行 く先の夢を見ても､行 く前に言うものでない､と言われていた｡

煙のないところへ行ってから､山に行ってから言え､ということだ｡言葉は煙に乗って神様で

も悪者でも聞 くから､火のそばで言うものでない､と｡煙の先に乗って山でもどこでも行 くか

ら聞こえる､見えるものだと｡昔は焚火だから､こういうス トーブになってからはどういうも

のか知らないけどね｡

〔白沢ナベ氏〕

山に行 くときは悪い夢を見ても言わないものだと｡山子 (きこり)も同じ｡危ない仕事をす

るから言わないのではないか｡川に行 く人は関係無いのではないか｡川に行 く人のことは聞か

なかった｡煙の無い処に行ってから言うものだそうだ｡

〔白沢ナベ氏〕

イチャルパ icarpa(先祖供養)の時にあの世に送ってもらいたい酒をフチ カムイ hGcikamuy

にあげますので､と言って炉に垂らす (チクカ cikka)0

〔小田イ ト氏〕

女がカムイノミ kamuynomi すると､｢勝手なことをしてと怒られる｣｡エホイヨ ヤクン

カムイ イルシカ e-hoyyoyakunkamuyiruska｢女が神への祈 りなどすると神が怒る｣と

怒られる｡酒作 りは､煮るのも男だし､イヌムバ inumpa(酒しぼり)するのも男だけだ｡

-ペレ heper(仔グマ)の養い親は女なので､飼っているへペレには､女でも話しかけてよ

い ｡

〔白沢ナベ氏〕

6-4-7｡呪術 (トウス)

トウスクル フチ tusukurhGci は女ばかりで､男で トウス tusu する人は聞いたことが

ない｡

体の弱い人がいる場合には､イナウケ inawke(イナウ削り)してイナウ inaw に頼むら

しい｡それでつき神 (セレマカ ウシ カムイ Seremakauskamuy)がついてくれるらしい｡

それをすると元気になる｡千歳ではあまりトウス tusu する人は多 くないらしい｡父の話だと

プチ カムイ セレマカ アニタタ hucikamuyseremakaa-nitata｢火の神だと思うが､魂

を支えていてくれる｣と言っていた｡

〔白沢ナベ氏〕
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6-5.人の一生

6-5-2.出産

赤ん坊が生まれるなと思う頃､ボン アペ アリ ponapeari(別に小さな火をたく)する｡

ボン アペ ponape は､新しい命が生まれるときの番兵だ｡

産婦も子供も汚れているから3週間の間本当のアペフナで産婦や子供の食べるものの炊事は

しない｡

立会いをする女は､へその緒を切ったり結んだりして産婆を手伝う｡お産をするときには､

エカシ (年老いた男)も立ち会う｡このエカシは､他人ではまずい｡親戚のエカシで口の達者

なものである｡お産の時にも火の神には女がお願いできないからエカシが必要だ｡

お産が終わると取 り上げてくれた女 (イコインカン ルプ マッ ikoinkanrupnemat)と

お産をした女､立会いをした女にイナゥキケ1本で両端を縛って首輪にしてかける｡まん中に

セプパ seppa(拷)をつけることもある｡

〔小田イト氏〕

6-5-3.育児

子供の遊び

子供はペッチチャイ petCicay(岸辺の浅いところ)に下 りて､石を投げて (スマ エヤプキ

リ sumaeyapkir)どこまで届 くか競い合う｡また､スマ テパ sumatepa という平たい

石を投げて水切 りをした｡

〔白沢ナベ氏〕

手の平に唾を垂らし､その上にネコヤナギ (ススポィセタ susupoyseta)をのせ､少し手の

平を傾け手首をトントンと叩くと､ネコヤナギは手首のほうに滑ってくる｡舌の前部を下唇の

うらに当て､吸打音をたて､また｢ヨーヨヨヨ､ヨヨヨ｣と言って早 く手首に寄せるのを競う｡

｢おらの犬来たぞ､おまえのまだだ｣といって殊と遊んだ記憶がある0(スス susu｢ヤナギ｣､

ポイセタ poyseta｢小犬｣)

〔白沢ナベ氏〕

6-5-6.葬礼

私の見たアイヌ風の葬式は､母の実家の塚本のじいさん､白沢ナベ氏の母の兄(｢テフネのじ

いさん｣父の親戚にあたる)だけだ｡

テクンペ tekunpe｢手甲｣､足に巻 くもの､ホシ hos｢きゃはん｣などを生前から用意して

おく｡

〔白沢ナベ氏〕

死者に着せる着物は色変わりの布で2枚作る｡赤いきれは用いない｡

〔小田イ ト氏〕

ホシ hos｢きゃはん｣は､下の方は白いさらし､上の方は横縞か､あれば異を使う｡巻 くの
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ではなく､はかせる｡袋 きゃはんにしてはかせるのは､プチ huci｢祖母｣が亡 くなった時に見

た｡

〔白沢ナベ氏〕

年寄 りは自分の支度をしておくものらしい｡奥さんが旦那さんの分も作る｡用意していない

と恥しい｡全部用意しておく｡自分が先に死んでも､死装束を残しておいて死ぬらしかった｡

テクンペ tekunpe｢手甲｣はどんなものでもいい｡赤は使わない｡着物に模様､襟もつけない｡

普通にきるものなら縞でもかすりでもoい｡音はフク カ イサム hukukaisam｢服もない｣､

着物ばかりだ｡死装束はライク/レ アミプ raykuramip という｡

〔白沢ナベ氏〕

ニシバ nispa はアツシ (木の皮製の衣類)のいいのを着る｡

〔小田イ ト氏〕

死者は白いさらしで顔をおおう｡鉢巻でとめる｡鉢巻は黒いひもで､名はない｡死者の顔の

覆いをナンカムプ nankamup という.

〔小田イ ト氏〕

死人はエウトウンネ eutunne｢下座に｣寝かせる｡頭はエロンネ eronne｢上座に｣向ける｡

火から離れている｡死者のまわり (壁側 と炉側)には年寄 りが座っている｡

〔小田イ ト氏〕

人が死んだときの葬式(イヨイタクコテ iyoytakkote というのか)は､黒色の トウキ tuki

(柿)､黒色のタカイサラ takaysara(杯を載せる台)を使う｡その他のカムイノミ kamuynomi

には､赤い トウキと赤いタカイサラを使う｡死んだときにはイタンキ itanki(梶)にとんがる

ように御飯を盛るが､クマ送 りの時には平らに盛る｡

〔小田イト氏〕

葬式の時､ユーカル yukar をやることがある｡この時､半分でやめる｡ウウェペケレ wepeker

も同じだ｡わけがあるらしい｡みんな言ってしまうと､言った人の魂もみんな持って行ってし

まう､とかっていう｡

〔白沢ナベ氏〕

ユーカル yukar を半分でやめるということは聞いたことない｡

〔小田イト氏〕

お膳に団子など山盛 りにして､来た人皆で分けて食べる｡このごちそうに名はない｡(死者に

は)さらしで小さい袋を作っておみやげとして米､菓子､団子を持たせる｡これはマラット maratto

ではない｡マラット maratto はカムイ kamuy にあげるもの｡

〔小田イ ト氏〕

死者が男なら鞘におさめた刀を胸に置 く｡女ならタマサイ tamaSay｢首飾 り｣を胸に置 く｡

〔小田イ ト氏〕

死んだ人を葬れるようにしたもの､包んだものをオッ ot と言う｡担いで埋めて来るように
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したもの｡

〔白沢ナベ氏〕

オッ ot(死体のこも包み)はヤットウイ yattuy(ござ)でくるんで､グム kem (針)を

使わず､ござに木 (ピン状のものらしい｡- 調査者)を刺して､ウトキアッ utokiat(黒白

まだらの細いひも)で (ステッチ状にして?｡- 調査者)とめる｡これを棺におさめた｡そ

のころ､もう棺があった｡困った人はいれなかったけれど｡それから､ツルウメモドキの皮の

色をぬいてカエカ kaeka(よる)した糸に色のついたきれ(黒)を混ぜて編んだ縄(ムリル murir

という)で棺を縛って棒に通し､担いで墓場へ運ぶ｡これらの紐､縄はばあさんがたくさん作

っておき､持っていない人にやったり､貸したりする｡棒は太い棒で2人で担ぐ｡男が交替し

ながら運んだ｡力のある､心のある人が担ぐ｡あまり若い人､背の低い人はだめだ｡墓穴には､

先にござを2枚立てかけ､棺を入れてからその上にござを倒す｡そこへ土をかける｡

〔小田イト氏〕

ござは普通のヤットウイよりも長い｡タンネ ヤットウイ tanneyattuy(長いござ)､ポロ

ヤットウイ pOrOyattuy(長いござ)だ｡

〔白沢ナベ氏〕

図日.亡くなった人の包み方

紅iiF

ござはカトウンキ katunki で作る｡

〔小田イト氏〕

死人用のござは長いからカトゥンキ katunkiは長 く刈る｡

〔白沢ナベ氏〕

シキナ sikina(ガマ)で死人のござは作らない｡短いから｡

〔白沢ナベ氏〕

ヤットウイ yattuy で包んだ死体は棒から2本のムリリ murir で下げ､2人の男が墓ま

で運ぶ｡馬車､馬そりに載せて墓まで運ぶこともあった｡そのときは馬のくつわに白い布を付

けた｡また､女性は白い布を頭に巻いた｡
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〔小田イト氏〕

ニシバ nispa(金持ち)は板を集めることができるからお棺を作ることができるが､ウェン

クル wenkur(貧乏人)にはそれができないので､木の棒を5本ほど並べた上にヤットイ yattuy

(ゴザの一種)で包んだ死体を置き､ムリリ murir(紐の一種)で墓まで運ぶOお棺のことを

｢はこ｣とか ｢かんぽこ｣と言っていた｡お棺に入れるときもヤットウイで死体を包む｡

〔白沢ナベ氏〕

死体を家から出す時には wenapa という戸口を家の横に開けて出す｡本当の人間の出入

りする戸口からは出さない｡悪い戸､という意味だ｡今ならピリカ アパ pirkaapa も wen

apa(良い戸口)もないけれど｡

〔小田イト氏〕

死人がホシビ hosipi(戻る)すると困るから別の戸口から出すのだろう｡

〔白沢ナベ氏〕

ライクル raykur(死人)は､イ トムンプヤル itomunpuyar(南窓)から出入りしない｡

〔白沢ナベ氏〕

墓穴は四角形に掘 り(深さ1m)､壁のまわりに1枚の長いヤットウイを立てかける｡死体を

入れると壁のヤットウイを死体の上に折り曲げて土をかける｡

〔小田イト氏〕

墓標 (クワ kuwa)は男と女では違った形をしていたoウトキアッ utokiat(紐の一種)を

クワに巻いた｡

図12.墓標

クワ kuwa(墓標)は､男は頭の左､女は右に立てる｡男の墓標はオタカヨ クワ okkayo

kuwa､女の墓標はメノコ クワ menokokuwa という｡

〔小田イト氏〕

墓標は アシニ asni といった｡
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〔白沢ナベ氏〕

シト クワ sitokuwa､オブ クワ opkuwa というアイヌ語は知らない｡

〔白沢ナベ氏､小田イト氏〕

男の墓標はメノコ アシニ menokoasni､女の墓標はオタカヨ アシニ okkayoasni と

いう｡

〔白沢ナベ氏〕

墓標になぜ白と異のきれをつけるのか､ウパシクマ upaskuma(由来話)は聞いたことはな

い｡

〔白沢ナベ氏〕

刀にはエムシ ア トウフ emusatuhu(刀帯)をつけていなかった｡棺に入れる前にタマサ

イ tamaSay(首飾 り)､エムシ emus(刀)は取ってしまう｡これらを一緒に埋めることはな

い｡木で作った模型を入れることもない｡

〔小田イト氏〕

タシロ tasiro(なた)､マキリ makiri(刃物)を一緒に埋めるOその他､お膳､釣 り針､

釣 り糸､マレク marek(回転鈎)など､使っていた商売道具をみんなもたせる｡一緒に埋めて

しまう(これらは男の場合)｡女の場合には､ちゃわん､皿､しゃもじ､へら､針､糸､箸､お

膳などを埋める｡これらは壊したりしない｡又､女の場合は､アシこ asni(墓標)の側になた

で穴を開けた鍋を置 く｡また､お鉢に水を入れて墓まで持って行 き､墓標に勢いよくかぶせて

底をぬかす｡

ワクカオブ wakkaop(お鉢)は割らないと仏さんがあの世に持って行って使えない｡仏さ

んも死んだから使うものも殺すということだと思う｡鍋も割る｡着物にはさみをいれたのは見

たことない｡茶碗は割らずにそのまま入れる｡

〔白沢ナベ氏〕

死んだ人が行 く行き先はわからない｡ただ､火の神様(モシリ コル フチ mosirkorhuci

という)が話をつけて､親兄弟のところへ送ることになっている｡アイヌ aynu では火の神

様が一番偉い｡坊さんの役をする人は大事だ｡家のじいさんや､親戚のじいさんがやる｡それ

でも死者は迷わないで行 く｡途中に鳥とかいろんなものがいて､供え物が食べたくてうるさい

ので､それを追い払うためにクワ コル kuwakor(つえをつく)という話だ｡クワ kuwa

の神様のことは知らない｡

〔小田イト氏〕

家送 り儀礼

誰それ婆様にチセ ライレ ciserayre(家を送る)する､と言ったのを聞いた｡燃やすから

だな､と思って聞いていた｡I

〔白沢ナベ氏〕

男には家を持たせない｡
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〔白沢ナベ氏､小田イト氏〕

死人に持たす家は仮小屋だが､火だな､炉かざが作ってある(煮炊きはしない)｡ソ カル so

kar(ござを敷 く)もしてある｡20人位は入れる｡他のところでごちそうを作って､親戚の者(若

い人は来ない)がその仮小屋に集まって飲み食いする｡

〔小田イト氏〕

仮小屋は普通の家と同じ形をしている｡壁も窓もある｡わたしのお母さんは小さい人だった

からそんなに大きくなかった｡こわさず､そのまま戸口から火をつけて燃やした｡私のお母さ

んがそういう始末されたのを私は見ました｡

〔白沢ナベ氏〕

岩山さんのばあさんが家送 りの最後だった｡

〔小田イト氏〕

子供の葬式

子供が死んだ時は何もしない｡

〔白沢ナベ氏､小田イト氏〕

1つ2つ､5つ6つの子供が死んだ時はいいとこだから行け､とお寺する｡女の子は､ばあ

さん行っているからそこさ送るから､そんなに面倒なことはしない｡アペフチ apehuci(火の

秤)が送って行ってくれる｡先に話を通しておいてくれる｡エカシ ekasi､フチ huci が迎

えにくるんでないかな｡

〔白沢ナベ氏〕

子供にはアシニ asni(墓標)は作らない｡棺桶に入れてヤットウイ yattuy(ござ)をかけ

るだけだ｡

〔小田イト氏〕

子供が死んだときは棒を切って印に立てることはあったらしかった0

〔白沢ナベ氏〕

子供の弔いは男女の区別無し｡結婚前の人には墓標は作らず､ちょっとした棒を立てて親､

親戚の並びに埋める｡

〔小田イト氏〕

変死者の葬礼

火事などがあったときあるいは事故で人が死んだときには､悪い魔物のせいで死んだと考え､

葬式には特別の踊 りをする｡これをニウェン ホリビ niwenhoripi という｡男は列を作って､

刀をもつが､ホリブパ horippa と異なり､刃を外に向けて踊る｡男は､外側に列を作 りホッ､

ホッと言って悪い魔物を切るという意味で刃を外に向ける｡その内側に女が列を作って男に従

いウオーィ､ウオーイと左手に杖を持ち､右手に拳にして､その拳を振って踊る｡家の外庭の

近 くに置いた遺体に向かって歩いて行 く｡

〔小田イト氏〕
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事故で人が亡 くなった時に女が左手にもつ杖をヨモギの枯れたもので作る｡ヨモギの頭を下

にして､ヨモギの根を上にして持ち､その杖を地面に刺す｡そうするとヨモギが成長して､芽

が地下に向かって伸び､その下にいる悪者は､ヨモギに引っ張られてティネポクナシリ teyne

poknasir(湿地の下界)に落 とされてしまう｡

〔白沢ナベ氏〕

ウキリカアチャボの家が火事にあったときに､ウニウェンデ uniwente と言って､白老や

カマカからも人がきてその時にニウェンホリビをやった (ウニウェンデもこウェンホイリども

同じ事を指す)0

〔小田イ ト氏〕

山で亡 くなった人なら家の近 くまで運んで来た遺体に向かって ｢おまえは山で死んだのだか

ら､当り前の人間ではなくなったから家の中に入れないのだ｡｣とわかるように話す｡アペフチ

apehGci(火の神)にもそう話す｡事故で死んだ人もポクナシリ poknasir(下界)に行 く｡悪

いことをして死んだ人は､ポクナシリには行けず､ヤチネ ポクナシリ yacinepoknasir(チ

ィネ ポクナシリ と同じ｡悪いものの行 く湿地の下界)に行 く｡

〔白沢ナベ氏〕

家の外で事故などで亡 くなった人は､家の中へ入れず庭の前の道路の緑あたりで葬式をする｡

ニウェンホリビをやった後､道路の縁にカシコツ kaskot(仮小屋)みたいなのを作って葬式

をする｡

災害で死んだ人は､男でも女でもカシコツを作って燃やして送ってやる｡普通の時は､男が死

んでもカシコツは作らないが､女の人には､カシコツを作って送る｡カシコツは1人が20人 くら

い入れる｡屋根も壁もある｡中には炉や火棚を作 り､炉鈎も下げる占

〔小田イ ト氏〕

火事で死んだ人には家は送らない｡

〔小田イ ト氏〕

6-5-7.生死観

子供はあの世からくる｡小さな赤ちゃんが死んだら､アペフチカムイ apehucikamuy(火

の神)に預かってもらい､生まれ変わってかえって来るように祈る｡

妹が双子 (チェゥコ cewko(?ci-euko)で生まれたが､片方が死んでしまった｡アペフナ

に預かってもらい､同じ親の懐にあるいは親戚にまた戻って来るようにとお願いする｡双子は

あまり良いものと考えられていない｡双子は､後で生まれた方が奴である｡

〔白沢ナベ氏〕

物語の中では､男と女の双子が生まれたら､片方を養子に出して別々に育て､後に夫婦にす

ると言う話がある｡

〔小田イ ト氏〕

流産した子は､ヤットイ yattuy を小さく切って巻 く｡ヤットウイをかぶせて埋める｡ア
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ペプチ (火の神)に預かってもらう｡

新しい生命が生まれるときには､あの世からこの世へ通じるトンネルをくぐって来る｡アペ

フチ (火の神)がこの世に連れて来るのかも知れない｡

〔白沢ナベ氏〕

先祖供養 (イチャルパ icarpa)は､決まった日にやるのではなく､酒をこしらえて一軒一軒

で個別にやる｡夜に行う｡イチャルパもできない人がいた｡イチャルパをできるようになるのが

一人前の男だ.イチャルパ サケ icarpasake もクマ送 りの時の酒と同じように女ではなく

て男が作る｡イチャルパをするのは､イナウ チパ ケシ タ inawcipakesta(祭壇の下

手)で､イ トムンプヤラ itomunpuyar(南窓)のそばにチェホルカケプ cehorkakep を立

てその前にチタルベ citarpe(模様つきゴザ)を敷 く｡(外に火を持って出てイナゥの前に置 く｡

[小田イ ト氏])｡家の中でカムイノミをして､フチカムイ hucikamuy(火の神)に口の達者

な (パワシヌ pawasnu あるいはパウェトク pawetok)ウスシウ uSSiw に手伝って (ラ

テク utek)くれるように(フチ カムイ エウテク ウウスシウェ､ パワシヌ カムイ エ

イェイコニスク シンリッ オルン ウサ アユブ イナゥ ネ ヤクカ トウラノ トウラノ

エルラレ ワ イコレ クス ネ-ナ hucikamuyeutekussiwe,pawasnukamuyeyey-

konisuksinritorunusaaep主nawneyakkaturanoe-rurarewaikorekusunena｢火の神

を手伝う小便､口の達者な神に助けてもらって食べ物でもイナウでも一緒に持って行かせて下

さいよ｣と言って)頼むので､火を持って出ないこともある｡そこに座ってまず男が先にキケ

の部分に1本ずつ酒をチタカ cikka(垂らす)し､シラリ sirari(酒粕)を乗せる｡つぎに

女が同じように行う｡チタルペ citarpe に座る女は､オンネ マッ Onnemat(年寄 りの女)

ばかりで､その後ろに若い人が座る｡立てるイナゥは､お祈 りをする先祖ひとりに1本ずつ立

てる｡父方をエカシ イキリ ekasiikiri､母方をメノコ イキリ menokoikiri という｡

旦那のエカシ イキリにもメノコ イキリにもイナゥをたてる｡チェホルカケプ cehorkakep

(イナウの一種)の立ち並ぶ後ろにも酒を垂らす｡これは､無縁仏にも祈ると言う意味だ｡イ

チャルパ (先祖供養)の時に必要なイナゥや トウキ tuki(柿)などは､神窓からやはなく､イ

トムンプヤル itomunpuyar(南窓)から出す｡子供や若者にイナウは送らない｡何代も前の人

にもイナウは送らない｡送っても届かないのだ｡死んだ人は､まず神様が悪い人かよい人か判

断し､悪い人とかウェン カムイ Wenkamuy(悪い神)はヤチネ ポクナシリ yacinepoknasir

とかティネ ポクナシリ teynepoknasir という､ポクナシリ poknasir のさらに底にある

世界にけ落 とされる (ティネ ポクナ シリ アコオテレケ teynepoknasira-kooterke)0

ヤチ yaci の底にいるからこの世には戻って来れない｡最後には､人間の嫌いな虫(イコンカ

ブ ikonkap 毛虫やテレケイペ terkeype 蛙)や鳥にされる｡ヤチネ ポクナシリ yacine

poknasir に送られた人に供養はしない｡良い人はポクナシリ poknasir に送られて､この世

と同じ様な生活が送られ｡さらに時が立つとさらに奥のナ イマカケノ ポクナシリ naimakakeno

poknasir に送られる｡何代も前の人でナ イマカケノ ポクナシリに行った人には物を届けて
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も届かないので供養しない｡良い人は､人間に生まれ変われる｡ナ イマカケノ ポクナシリか

らこの世へ戻って来る｡アペフチ (火の神)があの世からこの世へ新しい命をもって来る｡ア

フンポル ahunporu(アフンル ahunruがアフンポルに ahunporu なったものらしい)を通

って戻って来るのだとおもう(ナカナク アラム ルウェ アン nakanaka-ramuruwean)｡

アフンポルは､この辺にはないのではないか｡

イナウは魂だけがあの世に行 くから､魂の抜けたイナゥだけが残る｡残った魂の抜けたイナ

ウは､ホブニレ hopunire(送る)して山に戻す｡立派な木に育って下さいと祈る｡アペフチ

(火の神)のカムイ トウンチ kamuy tunci(神の家来)が先に行っているからイナゥが何

かを告げるということはない｡カムイ トゥンデは､カムイ ウスシウ kamuyussiw と同

じだ｡あの世の人は､この世の人がイナウまでも心がけて送ってくれたと言って喜ぶ｡

〔白沢ナベ氏〕

死んだ人は埋めるから､地下に行 く話だと思ったけど､やっぱり穴に入るのだな､と思った｡

私は夢に見た｡おまえ､その梯子をとられたら帰れなくなる｡早 く梯子とられるまえに帰れ､

と12でなくなった兄が出てきて言った｡ トット toto(母)､ハポ hapo(父)のもとに帰れな

くなる｡おまえいなかったら足もがれたのと同じでないか｡早 く帰れ｡も､あわれないんだか

らね､と断わられて､はしごをのぼると､贈､馬小屋が見えたので､あ､帰ってきた､という

ところで目が醒めてしまった｡帰ってから一度も夢にみない｡も､行かない｡2()0年も行かない

でや｡

また､あの世のお母さんとお父さんのところへも行った｡はしごから降りていった｡大きな

家の中に入って行 くと､お父さんはせなかあぶりをしていた｡お母さんはカエカ kaeka(糸を

よる)していた｡そこで､わしは､アペケシ ウトウツタ apekesututta(炉の下手)でひざ

をついてだはん (不平)した｡おら､今こんなとこき来たらどうするんだ､と言って｡一人で

行ったんでない｡姉､妹 と3人で行った｡子供らどうやっておがるんだ､ と言ってだはんした

ら､お母さんが､フンナ エテシカル ワ アリキ メノコ ウタル ネ ワ サカヨカ′レ ハ

ウェ アン hunnaeteskarwaarkimenokoutarnewasakayokarhawean(誰の呼んで来

た女どもが騒いているんだ)と言った｡誰 も手紙も電報も出さん､誰も来いとも言ってないの

に､来て､なにいぼっている､ということだろうと思う｡すると､お父さんは､e:m(この m

は吸気で発音された)と言った｡

〔白沢ナベ氏〕

あの世はポクナシリ poknasir､ポクナモシリ poknamosir と言う｡この世はテウン モ

シリteunmosir と言うかな｡

〔白沢ナベ氏〕

ティネモシリ teynemosir は地獄｡地下にある｡極楽はポクナシリ poknasir という｡

〔小田イ ト氏〕

悪いクマはヤチネ モシリ モシリ マサマ yacinemosirasama(湿地､大地の底)に
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アオレレ a=orere(沈められる)｡人間にはそういうことはない｡アコテレグ a-kooterke(け

落 とす)ともいう｡

〔白沢ナベ氏〕

母が死んだ時､形見にいつも着ていた着物をもらったが､夢見が悪い｡着物がほしい､と母

が現れたので､燃やして送ると､夢を見なくなった｡

〔小田イト氏〕

私の叔母の八重ばあさんは､ トウス tusu(いたこ)する人だった｡なくなったとき､仮小屋

にカケンチャ kakenca(着物掛け)から着物をかけ､壁につるして､普段着ていたものをさげ

た｡娘は､物のない時代の事だから､角巻を1枚､形見にとっておいた｡ある日､私の家の近

くの坂を娘が自転車で通 りかかると､かぶりものをかぶったばあさんが､自転車よりも早 く前

を横切って､そばの家 (私の家)の方に行った｡娘が不思議に思って､私の家へ来て､誰か来

なかったか､と聞いたが､誰 も来ているはずもない｡そこで､いたこの人に見てもらうと､い

たこの口から八重ばばが､寒 くて寒 くて､とトウスに出てきたので､角巻を送ってやった｡

また､ある雨の降る夜遅 くに､姉崎さんが家族 と墓参 りに行った｡自分の親をおまいりして

いると､後ろの八重ばばの墓の方でエ トロ etoro(いびきをか く)の音がした｡それで､なん

だ､エ トロしないで起 きて食え､と言ったそうだ｡その昔はハルちゃんも姉崎さんの奥さんも

聞いたそうだ｡柿崎さんは霊のよく見える人だ｡

〔小山田ハヤ子氏〕

男でも女でも､霊の見える人 と見えない人がある｡

〔白沢ナベ氏〕

6-6.動作 ･仕草

視線 ｡表現

目付きをシクトウム siktum という｡

〔小田イト氏〕

目に赤い筋の入った人 (シクトゥム ケムリッ オシマ siktumkemritosma)は､短気で

気が荒い人だという｡

〔白沢ナベ氏〕

他人の家でキョロキョロ周 りを見回す人をシクカリレ ウェニウェンデクル(マッ)sikkarire

weniwentekur(mat)といい行儀の良 くないこととされた｡

〔白沢ナベ氏〕

歩行 ｡走行

ホユブ hoyupu は､｢走る､ぶっ走る｣こと｡パシよりも速 く走る｡

パシ pas は､｢急ぎ足で歩 く｣｡カマパ オロワノ クホユブ ワ マチャ オロバクノ ク

サン kamapa(or)wanoku-hoyupuwamaciyaorpak(no)ku-sam｢カマカから走って
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街まで行った｣｡カマパ オロワ クパシ ワ クサン kamapaorwaku-paswaku-san｢カ

マカから急ぎ足で行った｣｡

チャシヌ casnu は､｢転ばずに立派に歩 く｣こと｡

〔白沢ナベ氏〕

忙しいときは小走 りだが､クマでも捕ってきた時は､オリバク oripak(恐れ慎む)すれと男

の人に怒られるから､静かに歩 くものだ｡

〔白沢ナベ氏〕

ケロタクヌレ kerotaknure という言葉があり､家の外でも内でもドンドンと足を踏む音(タ

ク tak)を立てて歩 くのは良 くない｡ケロタクヌレ ウェこウェンテ クル ケロタクメレ ウ

ェニウェンテ マッ kerotaknureweniwentekurkerotaknureweniwentemat というこ

とばがある｡イウェンテ iwente は､人を悪 くするということ0

ケロリムセ kerorimse とは､トントンと踊るような足音を立てて歩 くことで､ケロリムセ

ウェニウェンテ クル ケロリムセ ウェニウェンテ マッ kerorimse wen iwente kur

kerorimseweniwentemat ということばがある｡ケロタクヌレもケロリムセもいずれも悪い

歩き方だと言われる｡

かかとをひきずって歩 くことは､ケロこムパ keronimpa 'tいう｡悪い歩き方だといわれて

いた｡靴のかかとが非常に減るのはよくないとされた｡

〔白沢ナベ氏〕

塵旦左

男の人はあぐらをかいて座る｡あぐらをウキリホセレ ukirhosere という｡｢あぐらをか く｣

の語形は､ウキリホセレ u-kirho-se-re｡

〔白沢ナベ氏〕

アシヌシヌ ムンカラ asinusinumun-kar｢座ってお尻をずらして草むしりをする｣年寄 り

などは､腰が痛 くなるのでずって草むしりをしていた｡

年寄 りの女の人達は､立て膝をして膝をくっつけて足もくっつけて座る｡その上からモウルが

覆って足の先も見えない｡(モウルがあがっていたらアンチョ(女陰)が見える(ホバラタ hoparata)

のでたいへんだ[小田イ ト氏]｡)立て膝の座 り方をコクカキサルコル kokkakisarkor とかコ

クカキサンロシキ kokkakisanroski という｡このことばは､顎を膝の上に置き､膝が耳にく

っつくようにして座る格好を表現したものだ｡

横座 りをホペチネア hopecine'aという｡若い人は普段横座 りするもので､立て膝座 りをして

はいけない｡立て膝すわりをすると-マンタ ロク エネ アこ アン hemantarokeneani

an｢なんて座 り方しているんだ｣と叱られる｡

〔白沢ナベ氏〕

カムイノミの時は､年寄 りも横座 りする｡

〔小田イト氏〕
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テタ エク ワ ア t昌taekwaa｢ここに来て座 りなさい｣

テク エク ワ モノア t昌taekwam6no'a｢ここに来て座 りなさい｣ともいう｡どちら

かというとモノア m6no'aの方がていねいな言い方だ｡

3-4人の人に向かって ｢ここに座 りなさい｣という時は､テタ ロカン t昌tarok-an と

いう｡

テタ エク ワ モノロカン t昌taekwam6norok-an｢ここへ来ておすわりなさい｣とい

う.モノロク m6norok だけなら投げ言葉でぞんざいな言い方になるo

ボン カッケマッ ウタラ ホペチネア ワ オカ ponkatkematutarhopecine'awaoka

とか ボン カッケマッ ウタラ ホペチネロク ワ オカ ponkatkematutarhopecinerok

waoka ともいう｡

〔白沢ナベ氏〕

よその人にはテタ エク ワ モノア ヤン t昌taekwam6no'ayan｢ここへ来ておすわ

りなさい｣という｡テタ エク ワ モノアン t昌taekwam6no-an とは言われないOテタ

ェク ワ ア ヤン t昌taekwaayan｢ここへ来ておすわりなさい｣ともいう｡

〔小田イト氏〕

昔の家では､よその人に ナ エロンネ シル トゥ ワ アペクラン naeronnesirutuwa

apekur - a n ｢火のそばにずって来て座 りなさい｣というらしい｡ こういうことばが物語に出て来

る｡座ったままでお尻をずらして行 くことをシル トウ Simtu という｡複数の人に対しては､

ナ エロンネ シルツパ ワ アペクラン naeronnewasirutpawaapekur-an という｡

〔白沢ナベ氏〕

屈伸

｢膝を曲げずにこごむ(かがむ)｣ことをホック hotku という｡ホック ワ ムンカル コ

ラン hotkuwamunkarkoran｢かがんで (畑の)草むしりをする｣｡草刈 り (ムントウイェ

muntuye)の時もホックする｡

〔白沢ナベ氏〕

ア ワ ネプキ awanepki｢座って何でもする｣｡

ア ワ アシヌ コル ムン カル awaasnukormunkar｢尻を地面につけ座った状態

で草むしりをする｣｡アシヌ asnu とは､お尻で地面をずること｡

横になる ｡寝る動作

クトレホッケ ワ カン ルウェ ネ ナ k-utorehotkewak-anruwenena. ｢私は横

になっていますよ｣

ウトル utOr｢体の横｣､｢体の横､横腹､脇腹｣はウトルサマ utorsama というが､物体

の側は､ウトルとは言わない｡身体にのみ使うことばらしい｡

ウトレホッケ utorehotke またはウトル エホッケ utorehotke｢横になる｣
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｢シウトルサマという言葉はあるか｣との問いに クヌ カ エラムシカリ ku=nukaeramusi-

kari(語形不確か☆編集者) と答えた｡

クットコ ホッケ kuttokohotke｢仰向けに寝る｣｡クットコノ ホッケ kuttokonohotke

｢仰向けに寝る｣｡｢仰向けに寝る｣ことをカンナホッケ kannahotke ともいう｡後にカンナ

ホッケは ｢2度寝する｣の意味だと変更された｡

子 どもをクットコ kuttoko｢仰向け｣にばか り寝せるとウブシヒ upsihi｢後頭部のでっぼ

り｣がなくなる｡そういう人がた くさんいた｡私の孫 もあおむけばか りだからウブシヒ upsihi

無かったが､大人になったら直った｡魚の頭のでっぼりもウブシヒ upsihi という｡ウブシヒ

ア キク コロ ナニ ライ upSihiakikkornaniray｢後頭部を叩 くとす ぐ死ぬ｣

〔白沢ナベ氏〕

ウブシ ホッケ upsihotke｢うつ伏せに寝る｣

クンネアシン kunneasin というのは何だ?(小山田ハヤ子氏)oクタンネアシン ku=kun-

neasin は､｢夜中小便に起 きる｣｡そういう時が､カンナホッケ kannahotke｢2度寝する｣

になる｡

眠る動作

カエスイェ ア ナン k-aesuyeanan?｢わたし居眠 りして いたかい｣.エアエスイェ コ

レアン e-aesuyekore-an｢おまえさん居眠 りしていたよ｣｡カエスイェ コロカ ナ ワ k

-aesuyekorkanewa｢わたし居眠 りしていたのか｣ と答える｡カエスイェ ソモ キア ワ

k-aesuyesomokiawa といったらスンケ sunke｢嘘｣になる｡

ウクラン ケ トロ コロ カン ルウェ ukurank-etorokorkニanruWe, ｢ゆうべ私い

びきかいてたかい｣｡ウクラン ポー エトロ ハウ クヌ ワ クモコロ カ ニウケシ ukuran

po:etorohawku-nuwaku-mokorkaniwkes｢ゆうべひどいいびきの音を聞いて眠れなかっ

た｣｡

トカブ ホッケ tokaphotke｢昼寝｣

モコロ mOkor｢夜寝る｣

〔白沢ナべ氏〕

昼寝をトカブ モコロ tOkapmokor とは言わない｡(クンネ kunne｢~夜｣､トカブ tokap

｢昼間｣)

〔白沢ナベ氏､小田イ ト氏〕

アイスイェ aysuye｢居眠 りをする｣

〔小田イ ト氏､小山田ハヤ子氏〕

ク アイスイェ アナン ku-aysuyeanan｢私が居眠 りした｣ともいう｡カイスイェ カ エ

ラムシカリ kaysuyekaeramusikari｢私は居眠 りしたことないよ｡そんな暇なかった｣

〔白沢ナベ氏〕
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モコロへセレ mokorhesere｢寝息｣

エモコロへセレ e-mokorhesere｢おまえが寝息を立てる｣と言える｡モナク monak｢冒

醒めている｣していてもモコロ mOkor｢寝る｣する時､モコルへセレ mokorhesere｢寝息｣

の荒い人もいる｡赤ちゃんが静かに寝息をたてているのをお客が見て､赤ちゃん､シンク オ

ツタ モコン ルウェ sintaottamokonruwe｢赤ちゃん揺 りかごで寝てるな｣というだろ

うね｡

エ トロ etoro｢いびきをか く｣

あんたの軒うるさい､ということは､イラムシツネレ エトロ クル アン ハウェ iramsitnere

etorokuranhawe｢うるさい軒をかくひといるなあ｣という｡

〔白沢ナベ氏〕

エモコロアブカシテ コロ エアン､エアムキリ ア e-mokorapkastekore-an,e-amkira?

｢おまえ､寝ながら歩いていたよ､わかっていたか｣｡

エモコロイタクチ ェアムキリ e=mokoritaktee=amkir?｢寝言を言っていたのわかってい

るかい｣と聞 く｡

へマンタ ボロンノ フミ アシ ワ エウン コモシ hemantaporonnohumiaswaeull

ku-mos｢何か大きな音がしてそれで目が覚めた｣

〔白沢ナベ氏〕

壁

夢を見るはウェンタラプ wentarap｢夢を見る｣という｡これは悪い夢のことかもしれない｡

クマを取る良い夢を見たということ｡

〔小田イト氏〕

夢を見ることをク タカラ ku-takar とも言う｡ウェンタラプ wentarap もタカラ takar

も中身は一つ｡チニタ cinita と言うこともある｡これは眠って寝言を語る人のことを言う｡

〔白沢ナベ氏〕

夢でうなされることはチニタ cinita という｡

〔白沢ナベ氏､小田イト氏〕

ウクラン エチニタ ukurane-cinita｢ゆうべおまえ寝言言った｣

子どもが夢を見ているとき､赤ちゃんはチニタ cinita している､という｡

〔白沢ナベ氏､小田イト氏〕

エチニタ ハウェ アン e-cinitahawean｢どんな夢を見てうなされていた のだ｣

〔白沢ナベ氏〕

神様は夢の中で､人間の枕元に立って伝える｡おつげするは､何 というかわからない｡マカ

ナク アイェ コロ ピリカ makanaka-yekorpirka｢なんと言えばいいか｣

〔白沢ナベ氏〕

おつげするは､カムィ イウェンタラプテ kamuyiwentarapte という｡カムイ エウ ウ

-67-



エンタラプテ kamuyen-Wentarapte は ｢私に夢みせて｣ということ｡

〔小田イ ト氏〕

ア タカレ a=takare という言葉はきいたことない｡

〔白沢ナベ氏〕

ヌプリ ケシ ウン プリ ウェン クル nupurikesunpuriwenkur｢山の端にいる神

(気の荒いクマ)｣がイウェンタラプテ iwentarapte｢夢を見せる｣話は聞いたことない｡この

神は人も殺す｡これはウェンカムイ Wenkamuy｢悪い神｣だ｡ヌプリ コロ カムイ nupuri

korkamuy｢山の神｣というのならば言うけど｡タカラ takar｢夢｣はあまり出ない言葉｡ウ

ェンタラプ wentarap は使う言葉｡オンネ ウタル onneutar｢年寄 り｣はタカラ takar

は使わなかった｡

〔白沢ナベ氏〕

良い夢を見る方法はない｡夢は大事なものだけれど｡

〔白沢ナベ氏〕

モコロアブカシテ mokor'apkaste｢夢遊病｣

モコロコモシ ワ アブカシ mokorkomoswaapkas｢半醒半眠であるく｣ともいう｡

モコロイタクテ mokor'itakte は､良い神様がついている人は､悪いものが近付 くと追い払

うためにしゃべりだすものだという｡そういう人は長生きする｡この話は父から聞いた｡

〔白沢ナベ氏〕

息について

｢息をあらげる｣は､ヘ-セへ-セ h昌seh昌se だが､｢息せききる｣のは､ポロ へセ poro

h昌se という｡クシンキ ワ ナ-アこ クタス トウイ ku-sinkiwanaaniku-tasutuy｢疲

れて危なく息が切れた｣､クホユブ ワ アイネ タシンキシンキ ワ クタストウイ ku-hoyupu

waayneku-sinkisinkiwaku-rasu-tuy｢走って疲れきって息が切れた｣｡タス tasu は､

｢息､呼吸｣｡

ホユブ ェェシンキ､ホユプ アこ エシンキ カシバ ソモ キ ヤ hoyupue-esinki,

hoyupuanie-sinkikaspasomokiya? ｢走って疲れて､(ここで言い淀んで､言い替えた)

走って疲れ切ってないかい｣と相手に尋ねる｡タンポ オッ タ タス トウイ エ トク タ ク

ホユブ ルウェ ネ-ナ tanpoottatasutuyetoktaku-hoyupuruwenena｢まだ息切れる

のは軽かった｣｡

〔白沢ナベ氏〕

走って疲れるとシンキ ワ ヘセへセ sinkiwahesehese｢疲れて噛ぐ｣という｡

〔小田イ ト氏〕

話す動作

タアンクル taankur は｢あんた｣ということ｡赤ちゃんがぎゃんぎゃん泣 くときは､イラ

ナタカ iranakka｢うるさい｣という｡女がしゃべってうるさいとき､イラムシッネレ メノ
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コ ウタラ iramsitneremenokoutar｢うるさい､女達｣と言える｡

〔小田イト氏〕

オポソプ ネプ カ アヌ ハウェ カ イサム ノ メノコ ウタラ ウコイタク ハウェ

アン oposopnepkaa-nuhawekaisamnomenokoutarukoytakhawean｢それを通して

何も聞こえないほど女達がおしゃべ りをしているな｣とも言う｡ウコイソイタク ukoysoytak

｢おしゃべりする｣もパロトウナシ parotunas｢おしゃべりだ｣のうちだろう｡

〔白沢ナベ氏〕

食事の礼儀

クマの肉をいただいたら､カムイノミ kamuynomi(お祈 り)した酒をいただいたら､エ ト
′■

ウフ カル etuhukar(鼻の下を人差指で左から右にこする)する｡ハープハブ haphap(両

手を手の平を広げて上下に動かす)ことも､エ トウフ カルも私の子供の頃にはもうしなくなっ

ていた｡

〔小田イト氏〕

他人の家でご馳走になるときもエ トウフ カル する｡エ トゥフ カル は｢いただきます｣

という意味の仕草で女性のみする｡男性は､オンカミ onkami(両手を手の平を上にして広げ

上下に動かす)｡

エエ トウフ エカル オイラ ナ e-etuhue-karoyrana｢エ トゥフ カルするの忘れたよ｣

エエ トウフカル ヤン e-etuhukaryan(??)といえるかどうかわからない｡

〔白沢ナベ氏〕

オハウ Ohaw にはチェプ cep(負)あるいはカム kam(肉)を主体 として野菜を加える｡

肉と魚を一緒に混ぜることはない｡オハウは実 (オハウ イペヘ ohawipehe あるいはオハ

ウ メミヒ Ohawnumihi)からなる｡汁をオハウ ルリヒ Ohawrurihi という｡肉と魚を

一緒に入れたのを見たことがない｡

サヨ sayo を飲む (ク ku)とは言えない｡サヨ エ sayoe｢カユを食べる｣という｡

オハウ Ohaw も飲む (ク ku)とは言わず､食べる (エ e)という(オハウ エ ohawe)0

サヨ イペ- sayoipehe｢カユの実｣､サヨ ルリヒ sayorurihi｢カユの汁｣という｡カユ

の実としてはウバユリ(ヤマユリ)団子､豆､麦入れる｡ トウレプ サヨ turepsayo､豆サヨ､

麦サヨという｡カバ ト サヨ kapatosayo(コウホネのでんぷんのおかゆ)もある｡

トウレプを湯でもどして団子にする｡団子が飽 きると削ってサヨに入れる｡サヨには魚と肉､

野菜は入れない｡

〔白沢ナベ氏〕

オハウを先に食べ､つぎに口直しにサヨ sayo をすする｡おにぎりだけを食べることをコ

メ イペ パテク komeipepatek という｡

〔小田イト氏〕

挨拶 ･礼儀
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ハープ ha:p という言葉は､女の人だけが用いて､男の人は言わない｡ハープ ハブ ha:

phap ということがあるが､これは本当に大事なもの､たとえばクマの肉などをもらった時に

言う言葉だ｡

男の人 と女の人が久しぶりで会うと､男の人から先にオンカミ onkami Lながら､エチエ

ランカラブ ナ- eci-erankarapna｢久しぶりであったね｣という｡女の人は､両手の甲を

上にして人差指を平行に突き出し擦 り合わせるように右手の指を自分の体の方にひいた後､鼻

の下をその人差指で左から右に擦るように動かす｡その時に､ハープという.人差指をこするの

は､女のオンカミ onkami だ｡母親が､カマカにいるいとこエカシ兄貴エカシと会ったとき

にそうしているのを実際に見た｡カマカは､今では近いけれど晋は馬 ぐらいしか乗 り物 もなく､

年寄 りがそう簡単に行ける距離ではなかったので､なかなか会えなかったものだ｡それで､母

と会ったときにそういう挨拶をしていた｡

久しぶりに会ったのが道路であったなら､被 りものをとって､道路のへりに膝をついて座 り､

男の方からオンカミしながら挨拶し､女はそれに答えて女のオンカミをしてハープといいながら

エ トウフカラ etuhukar する｡母親が見せてくれたから実際に道路のへ りで挨拶しているの

を見たことかある｡

日頃会うような人には､こういう挨拶はしない｡｢どこへ行 くの｣と聞かれて､マチャ オル

ン クサン シリ ネ ワ maciyaorunku-sansirnewa. ｢街へ降りて行 くところです｣

とか クニーナ クス カルパ シリ ネ ワ ku-ninakusuk-arpasirnewa. ｢薪をとり

に行 くところです｣と答えるぐらいだ｡

〔白沢ナベ氏〕

イランカラブテ irankarapte は､男の人 も女の人も使う｡

〔小田イト氏〕

男の人と男の人が会うときには､互いに手の平を合わせ腕全体を左右に動かしながら擦 り合

わせた後､両手の平を上にして下腕を上下に動かす｡これをウコオンカミ ukoonkami｢互い

に拝み合う｣という｡

イオマンテ iomarlte やイチャルパ icarpa､カムイノミ kamuynomi の時には､客の

男は､主人に対してオンカミして挨拶し､主人 もそれに対してオンカミして答える｡その時の

客の口上は､たとえば､アイタカク アイェ クス イペ クス エク ペ アネ ルウェ ネ

a-y-ta汝[y]aka-yekusuipekusuekpea-neruwene. ｢あなたが私を招 くと言いましたの

で食べにやってきたのですよ｣とかアイタカク アイェ クス イク クス エク ペ アネ ル

ウェ ネ a-y-tak[y]aka-yekusuikukusuekpea-neruwene. ｢あなたが私を招 くと

言いましたので飲みに来たのですよ｣とか言ってオンカミする｡御主人に挨拶される前に客が

挨拶する｡そしてイヤイライケレ iyayraykere｢ありがとう｣という｡アイタカク アイェ ワ

クス アエラムリテン エカン ルウェ ネ- ナ a-y-tak[y]aka-yewakusua-eramuriten

ma,ek-anruwenena.とか､アイタカク アイェ ワ クス アエラムリテン マ ナこ エ
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カン ルウェ ネ a-y-土ak[y]aka-yewakusua-eramuritenmananiek-anruwene.

｢あなたが私を招 くと言われて喜んですぐに来ました｣ともいう｡｢招かれる｣を a-y-tak と

いう代わりに､簡単に a-en-tak と言っても構わない｡この時の言葉は､ラムリテン ramuriten

｢心が和らいでいる-喜んでいる｣しているのだから言葉の調子も柔らか く言う｡

〔白沢ナベ氏〕

カニ カ ケ-ラムリテン ワ ケク ルウェ ネ k=anikak-e:ramuritenwak-ekruwe

ne. ｢私も喜んで来ていますよ｣

〔小田イト氏〕

女と女の場合は､オル セタクコ ウンヌカラアン カ ア エラムシカレ orsetakkoun

-nukar-ankaa-eramusikare｢長いこと会わなかったね｣と言い､あとに続けて､ネウン ネ

コロカ エ トーテクノ エアン ナ ルウェ neunnekorkae=toteknoe-annaruwe｢元気

でいて良かったね｣という｡その時､両手を握 り合って上下に振 り､その手を離した後に手や

肩､膝をさすりあうこともある｡これをルイルイパ ruyruypa という｡

〔白沢ナベ氏〕

6-7｡交易 ｡通鰭 ｡戦争

遅整堅

親はこの川筋 (千庶川)の人はみんな ｢糸を引いている｣といっていた｡長沼から千歳の間

は皆血がつながっている｡よそから嫁いで来るというのはあまり聞かない｡ただ､日高から緑

づいて来た人を知っている｡

〔小田イト氏〕

よそのコタンでは､昔はシコトゥンクル sikotunkur(千歳の人)はいなかったと言ってい

る｡それなら私達はどこから来たのか｡ウエペケル uepeker(昔話)にもどこから来たかとい

う話は聞かない｡私達はアシル シコトゥンウタル asirsikotunutar(新千歳人)だ｡

〔白沢ナベ氏〕

ウウェペケル uwepeker に良 く出て来るウラユシナイ urayuSnay(地名)にはトパット

ウミ topattumi(夜襲)がよくあったようだ｡クスルクッ ウン クル kusurkutunkur と

クスン ノシキ ウン クル kusunnoskiunkur という根性悪い (ウェン サムペ コル

wensampekor)人々が､あまり根性悪 くないクスル エムコ ウン クル kusuremkoun

kur を強 く誘ってウラユシナイにトパットウミに来たそうだ｡千歳ではトパットウミ topattumi

があったという話はあまり聞かない｡ただし､有珠､蛇口の方から来た者らに襲われたことが

あるそうだ｡

????(要調査)父の話ではス トウクンネヒ sutukunnehi というところがあって､それ

はトパットウミをLにきた人たち (トパ トウミ クス アリキプ topattumikusuarkip)と

スッ sutu(梶棒)で戦争したからついた名前だそうだ｡
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〔白沢ナベ氏〕

私の家の近 くにアチュゥウシ aciw'usi というところがある｡義経が魚を突いたところだ｡

〔小田イ ト氏〕

イシカルウンクル iskarunkur の話はポィヤウンペ poyyaunpe の話の中でいっぱいに

聞いている｡ポィヤウンペのおばさんがイシカルウンクルの奥さんになって行き来があった｡

〔白沢ナベ氏〕

ポィヤウンペが山に行って大きなクマを殺して皮をはいでいるところにボン イシカルウンク

ル poniskarunkur が来て､｢おまえ､どこのもんで取 りに来た｣というので喧嘩が始まっ

たという話もある｡

〔白沢ナベ氏〕

モシリパウンクル mosirpaunkur がポィヤウンペの住んでいるところに トパットウミに

来たという話がある｡

〔白沢ナベ氏〕

私の父は日高､鵡川､厚真､白老の人たちとは言葉が同じだが､モシリ エ トコ mosiretoko

の人ら (十勝 [トカプチ tokapci]の人たち)の言葉は全然わからないと言っていた (トカプ

チ ウン クル フナク ワ アリキ ウタン ネ､ ネ ヒンネ エアルキンネ イタク ハ

ウェ アエラムペウテク tokapciullkurhunakwaarkiutanne,nehillneearkilllleitak

hawea-erampewtek)｡十勝は一番のモシリ エ トコ mOSiretok(地の果て)だ｡(白沢ナベ

氏は十勝を釧路よりさらに遠いところと認識している)｡子供のとき十勝の女が家に泊まったこ

とがある (トカプチ ウン マッ レアンチカル ワ トゥラノ レウシ tokapciun mat

reancikarwaturanorewsi)｡その人は ｢とよ-くて､とよ-くて､こはーい､こはーい｣と

言った ｢遠 くて､こわい (疲れた)｣という言葉だ｡

〔白沢ナベ氏〕

厚真から千歳に来ていた女が厚真に帰るとき､夜､二つの大きな星 (クマの冒)が女を追っ

てきた｡キツネとフクロウが道の両わきから ｢早 く逃げろ｣とせかした｡女は靴 もはかずに雪

の中､川の中をはしったので､凍傷になり(ウエチ ueci)､足の指がなくなった｡クマはあず

まの勇士たちに殺され､腐って倒れている木の神に捧げられた｡

(人を襲うようなクマは送らずに腐れた倒れ木の神に捧げるという｡クマの頭は腐った木の

株に載せる｡[白沢ナベ氏])(ll-1-4参照)

〔白沢ナベ氏〕
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